











永井荷風は，明治 41(1908)年 7月，足かけ 6年の外遊から帰朝し，
その体験に取材した『あめりか物語~ (博文館， 1908年 8月) ~ふら














































村光夫氏の「作家の青春」を中心として一一j，~明治大正文学研究j]， nロ 10，1953; 
坂上博一「永井荷風ノート一一「あめりか物語Jiふらんす物語」について一一J，
『日本近代文学J]， n07， 1967・太田三郎「永井荷風の「ふらんす物語」 リオ
ンと荷風について一一j，~学苑j]， nO 373， 1971;福田育弘「テクストとしての荷
風/テクストとしてのフランスJ， ~比較文学年誌J]，ぜ 27 ， 1991; 末延芳晴 í~ あ
めりか物語』から『ふらんす物語』へ 幻滅と疲労，そして断念の果に一一蘇
る「ふらんすJJ， ~解釈と鑑賞j]， nO 67-12， 2002などがある. 国主主旦
3) 南明日香 ií 巴里」という処:~ふらんす物語』より j ， ~永井荷風のニューヨー
ク・パリ・東京 造形の言葉j]，翰林書房， 2007， pp.107-109. 
4) 加太宏邦『荷風のリヨン 「ふらんす物語』を歩くj]，白水社， 2005. 




























容の分析を通して一一J，~早稲田大学大学院教育学研究科紀要』別冊，ぜ 24・ 1 ，
2016において，木曜会の面々や姉崎噺風との関係が論じられている.
8) ~荷風全集』第四巻，岩波書唐， 1992.~芸術
9) 長谷川天渓「幻滅時代の民金調J， ~太陽1 ぜ 12-13 ， 1906， p.157. 
10) 田山花袋「露骨なる描写J，~太陽11 ， nO 10・3，1904.本文は，明治文学全集 67
『田山花袋集1，筑摩書房， 1968， pp.201-202. 
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ま.).Jの現象をさながらに措く「平面的描写」の実践を試みた 11) さ




















重要性を指摘している 17) I印象」という語は 早くは正岡子規の明
11) 岡山花袋 11生」における試みJ，1早稲田文学1，nO 36， 1908， p. 32. 
12) 岡山花袋「描写論j， 1早稲田文学1，nO 65， 1911， p.107. 
13) 同， p.111. ，-地
同長谷川天渓「再び自然主義の立脚i固に就てJ，1太陽11， nO 13-16， 1907， p.157. 
15) 島村抱月「文芸上の自然主義J，1早稲田文学1，nロ 26，1908， pp.109-112. な
お，自然主義が客観的な態度を徹底しない点については，安倍能生 11近代文芸
之研究」を読むj， 1ホトトギス1，no 12-11， 1909;同「自然主義に於ける主観の
位置J，1ホトトギス1，nO 13・8，1910などで批判的な指摘が為されていた.
16) 生田長江「自然主義論J，1趣味1，nO 3-3， 1908， pp.34-35. 





























本文は『子規全集』第四巻，講談社， 1975， p.503. 
19) 蒲原有明「文学における印象派J，!i文章世界j]， n0 4-4， 1909， p.54. 





21) 蒲原有明「自由なる形式と主観の流路J，注 20前掲書， pp. 143-144. 
































2の吉江孤雁「小品文を書く態度J，注 20前掲書， p.162. 




























28) 注 20前掲論文， pp.2・3.
29) 蒲原有明「印象主義の傾向J，~新潮1 n. 10-1， 1909， p. 10. 









































































Oui， dans ces jours d'automne OU la nature expire， 
A ses regards voiles je trouve plus d'attraits ; 
C'est l'adieu d'un ami. c'est le demier sourire 













詩では， r消える expirerJ r別れ adieuJ r最後の demierJ r死 mortJ
「閉じる fermerJといった語が苧む「消滅」のイマージュに支えられ，
「膳ろ voileJな秋の日(太陽)が「魅惑 attraitJ と表現される.官頭
部の表現と合わせて考えれば， r自分」はこの今にも消えんとする日の
32) ラマルチーヌ「秋」本文は， Alphonse DE LAMARTINE， auvres poetiques completes， 
Gallimard， coll. < Bibliothとquede la Pleiade >， 1963， p. 75・76を参照した. ["秋Jは，
ラマルチーヌの第一詩集である『膜想詩集 MeditationsPoétiques~ に収録された，































































33) 渡辺善雄 I~ふらんす物語」試論 生の不安と非現実への飛朔一一J， ~文芸





































































Il p1eure dans mon caur 
Comme i1 p1eut sur 1a ville ; 
Quelle est cette 1angueur 
Qui penとtremon cαur? 
o doux bruit de 1a p1uie， 
Par terre et sur 1es toits ! 
Pour un c∞ur qui s' ennuie， 







34) ヴェルレーヌ<<Il pleure dans mon caur..・>>の本文は， Paul VERLAINE， CEuvres 
poetique completes. Gallimard， coll. < Bibliothとquede la Pleiade >， 1962， p.192を参
照した.なお，荷風が引用した詩は参照した本文と異なる点がある.解釈に関わ
る大きな異同としては，第三連三行目， I何だ!如何なる理由もないのか? Quoi! 
Nulle raison ? Jが「何だ!如何なる欺きもないのか? Quoi! nulle trahison ? Jと
なっている.荷風が手に取ったとされる『ポール・ヴェルレーヌ詩選1(Paul 




1915， p. 132). 
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て，わが心には無量の悲しみが宿る.ー…』と云ふ様な意味が歌つ
である. (pp. 30-31) 
原詩では， 1行自の破格的な非人称構文によって外界の雨と詩人の内
面の状態が重ねられて以降，その理由も「わからなしリままに詩人の














































































に雨の降る如く/わが心にも雨が降る......1 pleure dans mon c∞ur/ 









35) 初出は『あめりか物語j]，博文館， 1908. 本文は『荷風全集』第四巻，注 8前
掲書， pp.235-242. 













37) 初出は『早稲田文学l nロ 40，1909. 本文は『荷風全集』第六巻，注 36前掲
書， pp.43-59. 
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